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 豊科病院では、地震等の災害時に、電気やガ

スなどのライフラインが途絶えたら・・・とい

う事態を想定し、平成17年から毎年『炊き出し

訓練』を行っています。 

 4回目となる今年は平成20年10月9日に、当

院の全ての食事を担当している食事療養部の厨

房が壊滅状態、という大災害を想定し訓練を行

いました。実はこの食事療養部の厨房、当日は

床の全面改装工事のために、丸一日使用出来な

い状態になっていたのです。よって、機能とし

ては正に壊滅状態だったと言えます。 

 訓練当日は、食事療養部の栄養士と調理師が

中心となり、屋外にて薪で火をたき、巨大な鍋

を2つ使って、入院患者全員分(約140人分)の

ご飯とカレーを作りました。もちろん断水した

時のことも想定していますので、大量なお米も

ペットボトルの水を何本も使用し研ぎ、炊きま

す。このペットボトルの水ですが、実は当院に

災害時用に保存してあるもので、使用期限が過

ぎてしまうと無論使用出来ません。この訓練に

よって消費期限前に大量に使用出来、そして災

害時の想定出来る、“ECO”と“訓練”の一

石二鳥の取組みなのです。 

出来上がったカレーとご飯は、仮設の食事療

養部となった作業療法室に運び込まれ、ここ

でも、災害時用の容器を使用し盛り付けられ

ました。 

 担当した調理師からは、“釜が無いので、

カレーよりもご飯を炊く方が難しい。”との

感想も。この感想を一つとっても、訓練の大

切さを感じます。 

上がった競技でした。  

《玉入れ》たって歩ける組と車椅子の組を分け

て、それぞれ2回戦行いました。車椅子組で

は、逃げる的に沢山入れる事が出来ました。 

《パン食い》皆真剣な表情でパンに向かって一

直線。口で銜えて取る方もいて拍手喝采でし

た。 

《物送り》鈴と団扇を使い、鈴を三回鳴らし

（うちわは三回扇いで）次の方に渡します。 

  最後の人に先に届いた組の勝ちといった競技

です。レクレーションでも行っているゲームな
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 平成20年11月8日、安曇野メディ

ア主催の講演会『支えあう在宅介護』

を、安曇野市豊科の踏入コミュニティ

センターで開催しました。 

 3回目となる今回は「高齢者の食事

について」－口から食べることの大切

さ－をテーマに、特別医療法人恵仁会

介護老人保健施設「安寿苑」の管理栄

養士、植松繁雄先生を講師にお迎え

し、利用者ご家族をはじめ近隣の介護

保険事業所等より参加をいただきまし

た。 

講演で植松先生は、口から食べること

は、精神面に大きな効果を与えること

を強調されました。 

 講演後第2部として調理実演をおこ

ないました。高齢者の歯がなくても食

べられるような、やわらかい食事のメ

ニューのレシピを紹介しながら調理実

演をし、実際に参加者に10品程試食を

していただきました。参加者からは、

「非常に参考になり、早速家に帰って

作ってみたい」等の意見が聞かれまし

た。 

また、植松先生の野菜の切り方、包丁

の使い方の紹介もあり、参加者は熱心

にメモをとりながら講師の先生の話に

耳を傾けていました。 

 今後とも、当施設は、在宅介護を支

援する地域に密着した施設として、情

報を発信してまいります。 

安曇野メディア 
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 １０月２６日（日）前日の温かさとは大違い

の、冬を感じさせる肌寒い日でした。 

午前９時から地元消防団の「送水管連結の中継

訓練（消火栓からホースを連結・中継し火元ま

で繋いで送水する）」で始まりました。 

 １０時に地区の住民の方々を始めとする参加

者 総勢約１００名が集合しました。白嶺施設

では①救急救命訓練②初期消火訓練③救護・救

助訓 練が 行わ れ、白 馬 施設 では 消防 署レ ス

キュー隊による「はしご車を使用した救出・救

助訓練」が行われました。 

 白馬メディアでは以前より、保守保安委員会

を中心に「万一、大規模災害 等が発生した場

合 施設群としてどの様な対応が必要なの

か？」「地域との防災協定が必要なのでは？」

と検討をしていました。 

 行政・地域（飯田区、飯森区）と協議を重ね

た結果、平成２０年３月１０日付けで「災害時

における相互協力応援態勢に関する協定書」を

締結することが出来ました。この協定書は、白

馬 村・消 防 署・警 察・消 防 団・飯 田 区、飯 森

区・特養の白嶺・白馬メディア等施設群が合意

した成果です。 

 平成２０年秋期火災予防運動の一環として、

白嶺・白馬の両施設を会場に「消防総合訓練」

が開催されました。 

かたくりの郷の入所者を始め職員も訓練に積極

的に参加しました。特に、はしご車による５階

からの救出訓練には日直の医師を筆頭に５名の

職員が救出される体験をしました。 

（貴重な体験ができたのでは・・・チョット恐

ろしかった？と思われますが） 

最後に、消防車からの放水で訓練は事故もなく

無事終了しました。 

 災害や火災はいつ何時発生するか判りませ

ん、地域の相互応援態勢の協定が有効に稼働す

るよう今後も連携を密にして行きたいと考えて

います。 

白馬グループ 

いつも優しく   Page 3 

 第 ８ 号 

 

いつもいつも優優ししくく 

昨年10月に一泊二日の日程で愛知県西浦温泉

への財団職員旅行を行いました。 

 旅行初日の見学場所は、徳川家に伝わる貴重

な 品 々 を 展 示 し た「三 河 武 士 の や か た 家 康

館」。戦国時代の鎧や武器、絵巻など歴史にふ

れることが出来ました。また、庭園には大きな

からくり時計があり動く姿に見入っている観光

客が大勢いました。 

次 に、「筍」で 有 名 な

「真 福 寺」で 昼 食 と な

り、珍しい竹膳料理を堪

能しました。 

さらに、徳川家由来のお寺で徳川十五代将軍

のすべての位牌が祀られている「大樹寺」を見

学した後、海に囲まれた「竹島」散策へ。海岸

から続く大きな橋を渡って島に上陸するのです

が、その景色の雄大さと自然の素晴らしさに目

を奪われました。 

宿泊先である「西浦温泉」では、自由時間に

温泉で疲れを癒す人、部屋でくつろぐ人、目の

前の海岸を散歩する人、海釣りを楽しむ人とそ

れぞれが思い思いに過ごし、夜は宴会で新鮮な

海の幸に舌鼓を打ちながら美味しいお酒に酔い

しれました。 

 旅行二日目は、海産物の朝市を見学した後、

お酢のメーカー「ミツカン」の「博物館・酢の

里」では、昔から健康食品として食されるよう

になった「お酢」についての製造法や効果等の

解説を交えての見学となりました。 

次に、「中部国際空港（セントレア）」を見

学。空港内部はショッピングタウンで様々なお

店がたち並んでいましたが、外では飛行機の離

発着を見ることが出来て、何か異空間に迷い込

んだ感じがしました。 

 このように財団では、職員旅行を毎年企画し

ています。旅行を通じて訪れた観光地や宿泊施

設など他業種の「サービス」についてしっかり

会得することも有意義な経験となるでしょう。 

秋恒例、ミサトピア小倉病院の『スポーツ大

会』を10月18日に開催いたしました。入院生

活が長期になる方が多く、平均年齢も年を追う

ごとに上がっています。日頃満足に体を動かす

事の機会のない患者さん方には、楽しみの行事

となっています。 

 競技種目は次の通りです。 

《綱たぐり》真ん中でたるませた綱をどちらが

多く引っ張る（手繰る）事が出来るかを争う競

技です。今年始めての競技でしたが、何度も病

棟レクなどで練習したので、本番ではスムーズ

に綱を手繰れました。 

 最後まで勝敗が分かり難いので一番熱くなっ

た競技でした。 

《大玉送り》大きくコースアウトすることな

く、しっかり玉を見て送りました。一番歓声の

ミサトピア小倉病院 
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